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１ 駐車場設置時の支柱省略工事について 

現在、浄化槽を駐車場に設置する場合は、すべての浄化槽について支柱を

立てることになっていますが、１０月１日以降は、次の⑴に示す要件を満た

す場合において、⑵に示す工事仕様に基づき工事を行う場合は、支柱を省略

して設置することができます。（ただし、市町村によって対応が異なる場合が

ありますのでご確認ください。） 

 

⑴ 支柱省略工事を行うことができる要件 

要     件 理   由   等 

① 日本建築センターの駐車場設置に関する

ＦＲＰ評定を取得した浄化槽であること。 
ＦＲＰ強度評定 

②  駐車する車両の総重量（積載重量を含む）

が 2,000ｋｇ以下であること。 
ＦＲＰ評定の強度基準 

③ 原則として戸建ての専用住宅であること。  駐車する車両の総重量が

2,000 ㎏以下に限定され

ていることから、駐車車両

が確定できる場合でなけ

ればならない。  

④  貸家住宅又は建売住宅でないこと。 

⑤不特定の車両が利用するものでないこと。

（来客用駐車場は不可） 

 

⑵ 支柱省略工事を行う場合の工事仕様 

項   目 工 事 仕 様 

①浄化槽の設置位置 
 マンホールの上に車輪が直接乗らないよう

に設置すること。 

②上部スラブ工事 

 広さは、メーカーの指示する仕様とするこ

と。 

 高さ、配筋等は、「浄化槽適正工事マニュア

ル」の標準施工の場合以上とすること。 

③基礎底盤工事 
 「浄化槽適正工事マニュアル」の標準施工の

場合以上とすること。 

④駐車車両制限の表示 

 車両総重量（積載重量を含む）が２,０００kg

を超える車は駐車できないことを表示したプ

レート（耐候性、耐久性を備えたもの）を駐車

場の見やすい位置に設置すること。 

 

 

 

⑤その他 

 浄化槽の上をピットにして設置する場合は、

対象外とする。 

 その他の工事仕様は、「浄化槽適正工事マニ

ュアル」によること。 

 浄化槽メーカーから特に指示がある事項は、

それによること。 

＊県建築課からの指示 

 駐車場利用者（後日売却された場合を

含む）が明確に認識できる必要がある。 
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⑶ 支柱省略工事を行う場合の設置手続き等について 

① 設置届出書又は浄化槽審査書に、「一般財団法人日本建築センターの

ＦＲＰ評定書（資料１）」及びメーカーが発行する「支柱省略工事を行
う場合の工事仕様書（資料２）」を添付して提出しなければなりません。 

② 浄化槽設備士は、設置者に対し、浄化槽上部に駐車できる車両の条件

や施工上の制約があること等について、メーカーが発行する「支柱省略
工事を行う場合の工事仕様書」等を用いて事前に十分に説明することと

なっています。 
 
⑷ 工事完了後 

① 浄化槽設備士は、工事が完了した時は、「支柱省略工事の完了チェッ

クリスト（資料３）」により自ら工事の状況をチェックすることとなっ
ています。 

  ＊ 市町村から提出を求められる場合があります。 

② 浄化槽設備士は、浄化槽メーカーの指示通りに工事を行ったことを
示す写真「支柱省略工事の状況を示す写真（資料４）」を作成すること

となっています。 

  ＊ 市町村から提出を求められる場合があります。 
 

⑸ 駐車車両制限表示プレートの設置について 
駐車車両制限表示プレートの規格及び取り付け位置は下表のとおりと

する。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
○駐車車両制限表示プレートの例 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 ※ 設置届出時に提出するメーカー発行の「支柱省略工事を行う場合の工

事仕様書」は、協会ホームページから印刷できるようにする予定です。 

  ※ 駐車車両制限表示プレートは、協会本部で販売します。 

    販売価格（消費税別） 会員：1,500円、  会員外：3,000円 

１．材質 ステンレス製 

２．大きさ 200ｍｍ×80ｍｍ 

３． 厚さ 1.2ｍｍ以上 

４．印字方法 掘り込み文字 

５．印字文字 
この浄化槽の上には、車両総重量2000ｋｇを超える
車は駐車することはできません。 

６．取り付け位置 上部スラブの浄化槽マンホール間 

200mm 

80 mm     

○                     ○ 

 

 

 

 

 

 

○                     ○ 

この浄化槽の上には、車両 

総重量 2000kg を超える車は 

駐車することはできません。 
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 一般財団法人日本建築センターのＦＲＰ評定書の例 

 

 

資料１ 

・浄化槽メーカーが発行するものです。 

・設置届出書等に添付して提出します。 
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支柱省略工事を行う場合の工事仕様書 ○例  

 

下記の浄化槽を共通要件に基づき施工する場合において，当社が別途指示する工事

の仕様は下記のとおりです。 

記 

型式・人槽 項    目 施 工 仕 様 

型式（ＡＢＣ型 ） 

 （５・７・10 人槽） 
上部スラブの広さ 

土肩に 200ｍｍ以上かかる広さ

とすること。 

 

共通要件（鹿児島県浄化槽推進市町村協議会及び一般社団法人鹿児島県環境保全協会で定める要件） 

⑴ 支柱省略工事を行うことができる要件 

① 浄化槽の種類 
・一般財団法人日本建築センターの駐車場設置に関する

ＦＲＰ評定を取得した浄化槽であること。 

② 建築物の用途等 
・原則として戸建ての専用住宅であること。 

・貸家住宅又は建売住宅でないこと。 

③ 駐車する車両の重量 
・車両総重量（積載重量を含む）が 2,000ｋｇ以下であ

ること。 

④ 駐車場の利用状況 ・不特定の車両が利用するものでないこと。 

⑵ 支柱省略工事を行う場合の工事仕様 

① 浄化槽の設置位置 
・マンホールの上に車輪が直接乗らないように設置するこ

と。 

② 上部スラブ工事 

・広さは浄化槽メーカーの指示する仕様とすること。 

・高さ及び配筋等は，浄化槽適正工事マニュアル（一般社

団法人鹿児島県環境保全協会発行）に示す標準施工の場

合と同等以上とすること。 

③ 基礎底盤工事 

・浄化槽適正工事マニュアル(一般社団法人鹿児島県環

境保全協会発行)に示す標準施工の場合と同等以上と

すること。 

④ 駐車車両制限の表示 

・車両総重量（積載重量を含む）が２,０００kg を超え

る車は駐車できないことを表示したプレート（耐候

性，耐久性を備えたもの）を駐車場の見やすい位置に

設置すること。 

⑤ その他 

・その他の工事仕様については，浄化槽適正工事マニュ

アル（一般社団法人鹿児島県環境保全協会発行）によ

ること。 

・浄化槽メーカーから特に指示がある場合は，それによ

ること。 

平成  年  月  日 

 

浄化槽メーカー名 

鹿児島営業所長              ㊞ 

・浄化槽メーカーが発行するものです。 

・設置届出書等に添付して提出します。 資料２ 
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支柱省略工事の完了チェックリスト 

 

検    査    箇  所 チ ェ ッ ク 項 目 欄 

１.設置する浄化槽の種類 

一般財団法人日本建築センターの

駐車場設置に関するＦＲＰ評定を取

得した浄化槽であるか。 

 

２.建築物の状況 

戸建ての専用住宅または，それに

準ずる施設であるか。（貸家住宅又

は建売住宅でないこと。） 

 

３.設置する駐車場の状況 
特定された車両のみが利用する

駐車場であるか。 

 

４.駐車する車両の重量 

車両総重量（積載重量を含む）が

2,000ｋｇ以下であるか。（車検証を確

認すること。） 

車種 

（      ） 

車両総重量 

（       ）kg 

５.浄化槽の設置位置 
マンホールの上に車輪が直接乗

らないように設置したか。 

 

６.上部スラブの施工状況 

浄化槽の上部スラブは，浄化槽メ

ーカーが示した工事仕様の通りに

施工したか。 

掘削寸法 

(     ×    ） 

スラブ寸法

(      ×      ） 

７.その他メーカーが指

示する工事 

その他，メーカーが別途指示する

仕様がある場合は，それに基づき工

事をしたか。 

 

８.駐車車両制限表示プレ

ートの設置 

車両総重量（積載重量を含む）が

2,000ｋｇを超える車は駐車できない

ことがわかるように適切なプレート

を設置したか。 

プレート設置場所 

（      ） 

 

９.設置者（使用者）への

説明 

浄化槽の上に駐車することができる

車両の重量制限等について設置者に説

明をしたか。 

説明を受けた人 

（      ） 

 

 

設置者氏名               

 

設置者住所                            

 

上記のとおり確認したことを証します。 

                            年   月   日 

 

 

浄化槽工事業者名            印 

 

担当浄化槽設備士氏名          印 

(浄化槽設備士免状の交付番          ) 

・浄化槽設備士が工事完成後にチェックします 

・市町村に提出を求められる場合があります 資料３ 
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・浄化槽設備士が作成します。 

・市町村に提出を求められる場合があります。 資料４ 
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２ その他の主な改正点 
浄化槽適正工事マニュアルのその他の主な改正点は、下表のとおりです。 

旧冊子
ページ 

主 な 変 更 内 容 理   由   等 

Ｐ10 
①上部スラブ施工時におけるポリエチ

レンフイルムの敷設を省略した。 
 

Ｐ23 

②車が通る場所に設置するマスの防護蓋

の設置は、原則として設置することと

した。（「原則として」を挿入した。） 

 マスに関する事項で

あるので、特殊工事の
ところにあったもの

をここに移動した。 

 設置の必要がない場
合もあるので「原則と

して」とした。 

Ｐ26 

③排水ヘッダーにトイレ排水を接続す

る場合には、排水ヘッダーの起点箇
所とするとした規定を削除した。 

 配管工事が複雑にな

る場合があるので削
除した。 

Ｐ28 

④やむを得ず排水を床下で接続する場

合、排水の合流点はインバートマス
に限定せず掃除口でもよいものとし

た。 

 

⑤前述④の場合、掃除口等の床上まで

の立ち上げは、原則としてとした。

（「原則として」を挿入した。） 

 

Ｐ32 

 

⑥ポンプ槽には、機器類の腐食防止の

ため原則として排気管を設けること

とする規定を追加した。 

 消毒槽からの塩素ガ
ス流入によるポンプ

槽の電気ケーブルや

金属等の腐食を防止
するため。 

Ｐ32 

⑦屋外コンセントの取り付け高さは、

地上又は床面から 30ｃｍ以上とする

こととする規定を追加した。 

 電気技術内線規程３

２０２-２条 6 に規定

されている。 

Ｐ46 

⑧工事写真のうち、「写真９嵩上げ工事
の写真」は、バルブまでの高さを示

す写真ではなく、嵩上げの高さがわ

かるようにスケールを当てた写真に
変更した。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 嵩上げが３０ｃｍ以

内であることがわか

る写真とする。 
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浄化槽適正工事マニュアル（抜粋） 

（一般社団法人鹿児島県環境保全協会及び鹿児島県浄化槽推進市町村協議会発行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


